
楕 ・ 雁皮配合紙の手漉 き 試験

( 2 0 0 7 年 8 月 実施）

大 川 昭 典

は じ め に

文書紙 を 調 査 し 判 断 さ れ る と き 「斐混 じ り 椿紙J と 言 わ れ る こ と が あ る 。 椿 に何割

かの雁皮 を 配合 し た 紙 の こ と で 、 雁皮 の 配合割合 を 変 え て 紙作 り を 行 う と ど の よ う な

紙 に な る の か 、 今年の手漉 き 研修実験 で は 、 椿 に雁皮 の 配合割合 を 変 え て 5 種類 の 紙

を試作 し 、 簡 単 な 物理試験 を 行 い 考 察 し た。

原料及 び原料処理

椿 は 土佐堵 の 白 皮 を 用 い 、 水 に 浸 け て 洗 っ た 後 、 炭酸 ソ ー ダ 2 0 % で沸騰後 2 時間

煮熟 し 、 1 晩放置 し た。 そ の 後 、 煮熟廃液 を 流 し 去 っ た あ と で塵取 り を 行 い 、 打解機

に よ り 打解 し 、 ナ ギ ナ タ ビー タ に よ り 解繊 を 行い紙料 と し た。

雁皮 も 白 皮 に し た も の を 用 い 、 炭酸 ソ ー ダ 2 0 % で椿 と 同様の煮熟 を 行 い 、 水洗い

し 、 塵取 り 後 ホ レ ン ダー ビー タ に よ る 解繊 を し た 後 、 フ ラ ッ ト ス ク リ ー ン ー に よ る

除塵 を 行 っ た も の を 紙料 と し た。
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紙料配合 、 手 漉 き 抄紙、 乾燥

椿、 雁皮 と も 紙料水分 を 測 定後 、 秤量 し ナ ギ ナ タ ピー タ で そ れ ぞれ配合 し 手漉 き 用

の 紙料 に し た。 漉 き 槽 の 紙料濃度 は 0 . 2 % に調整 し 、 粘剤 を ト ロ ロ ア オイ と し て 、

竹賛 を 用 い て 流 し 漉 き に よ り 手漉 き を 代 わ る 代 わ る 行 っ た。 手漉 き 後 は湿紙 に 軽 い 重

し を 載せ、 一 晩放置後 、 油圧 ジ ャ ッ キ で圧搾 を 行 い 、 板干 し に よ る 乾燥 を 行 っ た。

試作紙物理試験表

試 作 紙 1 2 3 4 5 

配合割合 椿 60 50 40 30 20 
% 雁 皮 40 50 60 70 80 

坪量 g/m2 3 1 .  6 29. 7 34. 4 35 . 2 35 . 6 
厚 さ mm 0. 090 0 . 083 0. 086 0.  073  0. 073 
密度 g/cm3 0. 35 0.  36 0. 40 0. 48 0. 49 

引 張強 さ タ テ 4. 1 9  3 .  38 4. 63 6. 0 1  5. 43 
kN/m ヨ コ 1 .  68 1 .  75  2. 28 1 .  5 5  2 .  69 

裂断長 タ テ 1 3 . 5 1 1 .  6 1 3 .  7 1 7 . 4 1 5 . 6 
km ヨ コ 5 . 42 6 . 0 1  6 .  76 4. 49 7 .  7 1  

裂断長
タ テ ＋ ヨ コ k m  18 . 9 1 7 . 6 20. 5 2 1 .  9 23.  3 

伸 度 タ テ 2. 8 2 . 5 2. 7 2 . 8 2 . 9 
% ヨ コ 2. 9 3 .  0 2 . 8 2 . 5 3. 1 

ク レ ム 吸水度 タ テ 49 41 28  20  22 
mm/5分 ヨ コ 44 33 23 1 6  1 7  

。 「試作紙物理試験デー タ 提供 ： 高 知 県紙産業技術セ ン タ ー 有 吉 正 明 研 究 員 J

備 考 ． 手 漉 き は 2 槽 で行 い 1 . 3 . 5 は 同 じ 漉 き 槽 、 2 . 4 は 、 同 じ 大 き さ の別 の

漉 き 槽 で 漉 い た も の で 、 参加者 が 代 わ る 代 わ る 手漉 き を 行 っ た の で 、 物理試

験 した 紙 は 同 一 人 の 漉 い た も の で は な い。

参考． 市販 品 の 椿紙 、 雁皮紙物理試験表 に つ い て
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試作で椿、 雁皮 と も 100%で作 ら な か っ た の で 参 考 ま で に 、 市販 品 の 物理試験

結 果 を 載せ た 。 椿紙 は （1） と （2） で は 吸水度 に 差が 出 て い る が 、 煮熟剤や原料処理

に よ っ て 大 き く 異 な る し ま た 、 紙 は経 日 変化 で、吸水度 は少 な く な る 傾 向 に あ り 、

乾燥後 す ぐ に試験す る か 1 年後 に す る か に よ っ て も 違 っ て く る 。

裂断長 も 非繊維細胞の 多少や打解作業 の長短等の 原料処理 で も 大 き く 変 わ り 、

同 じ 原 料 を使 っ て 紙作 り を し て も 各漉 き 家で紙が 異 な る の は こ の た め で あ る 。

堵紙（2） は 、 裂断長 は低 く 、 吸水度 は 多 い の で 、 煮熟剤 に 強 い ア ル カ リ を 用 い

て い る も の と 思 われ る

雁皮 紙（3)(4） は椿紙 に 比べ 、 紙 は 良 く 締 ま り 、 引 張 り 強度 は 、 は る か に 強 く 、

墨 で 書 い た と き の 惨 み の 少 な い こ と を表 し て い る 。

市販品 物理試験表

市販品 楢紙 雁皮紙
( 1 ) ( 2 )  ( 3 )  ( 4 )  

坪量 g/rn2 25 .  3 38 . 5 3 1 .  5 1 7 . 8 

厚 さ mm 0. 068 0. 1 00 0. 056 0. 029 

密度 g/ cm3 0. 37 0 .  39 0. 56 0. 6 1  

裂断長 タ テ 8. 09 5 . 68 14 . 6 2 1 .  0 
km ヨ コ 5. 90 2. 72 8. 40 6. 70 

裂断長 k m  
タ テ ＋ ヨ コ 14 . 0 8 . 40 23 . 0 27 .  7 

ク レ ム 吸水度 タ テ 27 46 1 4  1 2 ※  
mm/5 分 ヨ コ 3 1  3 5  1 0  1 0 ※  

※ 10 分 間

考 察

0 外観
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雁皮 の配合量が増加す る こ と に よ り 、 紙 の 表 面 が 滑 ら か に な り 、 光 沢 が 増 し て い

る 。 紙の密 度 も 高 く な っ て 紙は締ま り 、 紙 を 持 っ て 振 る と 紙音 は段 々 と 高 い音 に な

っ て い る 。

乾燥後 に 墨 で試筆 し た 結果、 雁皮 の 配合量 が 多 く な る に つれて 墨 の惨み は 少 な く な

り 、 書 き 易 く な っ て い た。

0物性

手 漉 き は参加者 が 代 わ る 代 わ る 行 っ た た め 、 裂断長 の ヨ コ ／ タ テ 比 でみ る と 、 2 .

は タ テ に 対 し て ヨ コ は 1 : 0 .52 で あ る の に 対 し 、 4 . は 1 : 0 .26 と な っ て い る 。

漉 く 際 、 賛 上 で の 紙料 の 流 し 方 が 具 な り 、 漉 き 方 の 個 人 差 が 大 き く 左右 し て い る 。

漉 く 人 の 技術 も ま ち ま ち で あ る の に も 拘 わ ら ず 、 タ テ ＋ ヨ コ で 見 る と 雁皮 が 多 く な

る に し た が っ て 裂断長 は上昇 し て い る 。 試験用 の試料 と し て 本 来 は あ ま り ふ さ わ し

く な か っ た か も 知れ な い が 、 雁皮 を 配合す る 割合 を 増す事 に よ り 、 雁皮 の影響 が 現

れ て い る 傾 向 は 出 て い る 。

裂断長 （タテ＋ヨコ ） 。 吸水度 （タテ）nununu
 

のorDau守｜＋系列1 i i nυnunu
 

。，－el
2 3 4 5 

試作紙

吸 水 度 は雁皮 の配合量が増加す る に つれ て 、 明 ら か に少 な く な っ て い る こ と が わ

か り 、 墨 で 書 い た場合、 一 筆 で書 け る 文字数 も 多 く な り 、 惨 み が 少 な く な っ て い る

こ と を 数値 的 に も 表 し て い る 。
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ま と め

椿 の よ う な 長 く て 厚 み の あ る 繊維 は 、 繊維 同 志 の 接触 面 積 が 少 な く 、 繊維 間 の 空

間 は 大 で あ る 。 し か し 長 い繊維 で あ る た め 一般的 に は 引 き 裂 き 強 さ に お い て は 、 雁

皮 よ り も 数倍 の 強 い 値 を 示す も の の 、 繊維 間 の 空 間 が 大 き い た め 、 墨 で 書 い た場合 、

小 さ い 文 字 は 書 き に く く 惨 み 易 く な る 。 墨 の 渉 み は 毛 細 管 現象 な の で 、 繊維 聞 の 空

間 が 大 で あ れ ば あ る ほ ど 、 惨 み は 多 く な る と 考 え ら れ る 。

一 方 、 雁皮 の よ う に 短 く て 、 し な や か で 薄 い 繊維 は繊維 同 志 が よ く 接触 し 合 い 、

結 合 面 積 は 大 と な り 、 繊維 聞 の 空 間 は少 な く 密 度 の 高 い 徹密 な 紙 と な る 。 雁皮 の 配

合割 合 が 多 く な る に つ れ て 、 紙 の 密 度 は 高 く な っ て い る 事 か ら も 想像 で き る 。 雁皮

紙 は 墨 や イ ン ク で 書 い て も 惨 ま ず書 き 易 い が 、 再び水 と 接触す る と 収 縮 が 激 し く 歪

み が 出 て 元 に 戻 ら な い 事や透 明 度 が 高 い 欠 点 も あ る 。

椿 は し な や か で破れ に く く 、 雁皮 に 比 べ れ ば 不 透 明 度 の あ る 特徴 と 雁皮 の 惨 み が

少 な く 、 書 き やす い 等 の 特徴 を 利 用 し て 作 ら れ た も の が 「 斐 混 じ り 椿紙J と 思 わ れ

る 。

参考
女 坪量 （っ ぽ り ょ う ）

1 m 2 当 た り の g 数 を そ の 紙 の 坪量 と し て い ま す。
和 紙 は 、 現在 で も 尺貫法が用 い ら れ 、 2 尺 × 3 尺判 で何匁の紙 と 表示 し 、 取 引 が お こ

な われて い る 。

交 密 度 （ み つ ど ）
： 紙の 単位体積 当 た り の 重 さ です。

紙 の 締 ま り 程度 を知 る た め に 、 坪量、 厚 さ か ら 算 出 し ま す。

w こ こ でW ： 坪量（g/m2)
密 度 D (g/cm3) 

T × 1 0 0 0 T ： 厚 さ （mm)
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大 裂断長 （れつだ、ん ち ょ う ）
引 張 り 強 さ は坪量に よ り 変 わ る の で、 こ の 要 因 を 消 し て 比較す る た め に裂断長 を 行 い 、

引 張強 さ を比較 し ま す。
紙 の 一 端 を 保持 し 吊 り 下 げた場合、 自 重 に よ り 切断す る と き の紙 の 長 さ で数値の 高 い ほ

ど 強い こ と を 表 し て い ま す。
引 張強 さ こ こ で W ： 試験片坪量（g/m2)

裂断長 （ k m) = × 1  0 0 0 
B × w B ： 試験片 の 幅 (mm) 
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